
バルザックにおける「深淵」，「狂人」

「学者」の寓意

村　田　京　子

序

バルザックを最初に＜ViSiOnnaire＞（幻視家）と呼んだのは，ボードレールであ

った。彼は五’．4π競ε（1859年）の中で次のようにバルザックをとらえた。

J’ai　mainte　fois　6t66tonn6　que　la　grande　gloire　de　Balzac　fnt　de　passer

pour　un　observateur；il　m，avait　toujours　semb16　que　son　principal　m6rite

6tait　d’etre　visionnaire　et　visionnaire　passionn6．

（Galltmard，1976．　t．　II　p．120）

アルベール・ベガンはこのボードレールの評価を受け継ぎ，「人間喜劇」全体を

神話とみなし，バルザックを神話の作り手，さらに「人間喜劇」という小宇宙の創

造者と考えた。

バルザックを＜visionnaire＞とみなすこのような観点は一体どこから生まれたの

であろうか。バルザック自身，自分は一介の「歴史の秘書1）」でしかないと断言して

いるように「人間喜劇」の大部分を占める「風俗研究」の諸作品は，現実性がきわ

めて濃厚である。それらは当時の風俗，人々の動静，科学理論等を知るうえでも欠

かせない歴史的資料を構成しており，確かにこれは写実主義作家バルザックの面目

躍如の場であると言えよう。しかし，それだけではない。彼は社会現象の表層を描

いたばかりではなく，その深層の原理にまで目を向けた。ハンスカ夫人に宛てた手

紙の中で彼は「人間喜劇」の構想に触れ，　「風俗研究」はあらゆる社会現象を遺漏

なく写し出し，　「哲学研究」では現象の背後に存在する原因に潮り，更に「分析研

究」ではその原理を洞察していく旨を明らかにしている2）。

このように，バルザックの関心は「風俗研究」から「哲学研究」，　「分析研究」

へと進むにつれて現実的な事象から形而上学的なものまで深まり，写実主義作家バ
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ルザックから哲学者バルザックへと移行する。この哲学者バルザックを最初に言い

当てたのがボードレールであったと言えよう。

実証的な立場から考察すれば，　「哲学研究」や「分析研究」は「風俗研究」に比

べて価値のないものであろう。しかし，「人間喜劇」の創造に重きを置くならば，

それは疎かにしてはならないものである。これらの作品の中では，バルザックの精

神の野望がそのままの形で啓示されており，それを抽出することによって「人間喜

劇」全体を新たな光で照らし出すことが可能なように思える。

「分析研究」にっいてバルザックはその序で次のように述べている。「1820年

以来私は，社会生活を根本から分析し，その成果を四つの著作にまとめようという

構想をあたためてきた。いずれも政治道徳と科学的考察を織りまぜ，調刺をきかせ

た評論である［……］3）」

ここでバルザックの言う「四つの著作」とは／4ηα1ア∫εdε∫coアρ∫εη∫εなηαη’3，

P加∫∫0109∫θ伽配αr∫α9θ，Pα酌0108∫εdθ1αy∫ε30C∫α1θ，1匠oηogrα吻θdθ1αレθ融

であるが，実際にはP妙3∫010g∫e伽醜α吻geとPα酌010gごεde　Zαり∫ε∫OCごαZεの

一部しか完成されずに終わった。後者の．Pα∫holo9ゴθdθ1αレゴθ∫oc∫α1θは更に

T7α∫’6　dθ1αy∫θ6169αη’ε，丁雇oアごθdε1αd伽σ7c舵，　T7α漉dθ∫θκcゴ’αη∫∫用odεアηθ3

の三篇からなる。この三篇は当時流行の学術論文のパロディという形をとり，軽妙

なタッチで書かれたものである。これらの文章は，バルザック自身が序文で「誠刺

をきかせた評論」と定義しているように，当時の有名人や体制を狙上にのぼし，痛

烈な誠刺を浴びせかけている。

しかし，作者の饒舌やその冗談めかした語り口の下には「人間喜劇」全体を貫く

彼独自の哲学思想がうかがえる。例えば丁雇or∫εdθzα鹿脚7凶εでは「歩き方」に

ついて似而学者的な講釈がなされているが，人間の存在自体に関わる真摯な問いか

けの見られる一節がある4）。それは深淵を前にした学者と狂人の小話であるが，む

しろ寓話と呼べるほどの象徴性をもって現われ，バルザックの根本思想が最も凝縮

された形で示されているように思える。

その寓話とは次のようなものである。

Un　fou　est　un　homme　qui　voit　un　abime　et　y　tombe．　Le　savant　Pentend

tomber，　prend　sa　toise，　mesure　la　distance，　fait　un　escalier，　descend，

remonte，　et　se　frotte　les　mains，　apr6s　avoir　dit　a　1’univers：Cet　abime　a
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dix－huit　cellt　deux　pieds　de　profondeur，　la　tempεrature　du　fond　est　de

deux　degr6s　plus　chaude　que　celle　de　notre　atmosph6re．　Puis丑vit　en

famille．　Le　fou　reste　dans　sa　loge．　Ils　meurent　tous　deux．　Dieu　seul　sait

qui　du　fou，　qui　du　savant，　a　6t61e　plus　pr6s　du　vrai．　・（VII　p．583）

第一章　「深淵」

寓話の中には，深淵（abime），学者（savant），狂人（fou）が登場しており，それ

それが象徴的に現われている。まず「深淵」を取り上げてみよう。バルザックは次

のように続けている。

11n’y　a　pas　un　seul　de　nos　mouvements，　ni　une　seule　de　nos　actions　qui　ne

soit　un　abime，　o心1’homme　le　plus　sage　ne　puisse　laisser　sa　raison，　et　qui

ne　puisse　foumir　au　savant　Poccasion　de　prendre　sa　toise　et　d’essayer　a

mesurer　l’infini．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（VII，　p．583）

我々の運動や行為一つとっても深淵でないものはなく，学者に物差しをとらせて無

限を測らせる機会を必ず与えるというわけだが，バルザックにとって，運動や行為

は唯一の源に発していた。それは生命エネルギー（1’6nergie　vitale），心理学的に言

えばリビドー（libido）にあたるもので，彼は「意志」（Volont6）と名づけた5）。従

って，問題の「深淵」は人間の心に関しているように思える。「深淵」にっいては，

ε67θρ励αの中で，具体的な形を纒い，より明確に意味づけられているので，こち

らの方で検討してみたいと思う。

56rαρ励αでは，絶壁の上から下界を見下ろしたミンナの，深淵に対する魂の戦

慎が描かれている。

Minna　jeta　vivement　un　regard　a　ses　pieds，　et　cria　soudain　comme　un

enfant　qui　aurait　rencontr6　un　tigre．　1／horrible　sentiment　des　abimes

1’avait　envahie，　et　ce　seul　coup　d’oeil，　avait　suffi　pour　lui　en　communiquer

la　contagion．　Le　Fiord，　jaloux　de　sa　pature，　avait　une　grande　voix　par

laquelle　il　1’6tourdissait　en　tintant　a　ses　oreilles，　comme　pour　la　d6vorer

plus　sUrement　en　s’interposant　entre　elle　et　la　vie．　Puis，　de　ses　cheveux　a
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ses　pieds，　le　long　de　son　dos，　tomba　un　ffisson　glacial　d’abord，　mais　qui

bient6t　lui　versa　dans　les　nerfs　une　insupPortable　chaleur，　battit　dans

ses　veines，　et　brisa　toutes　ses　extr6mit6s　par　des　atteintes　61ectriques

semblables　a　celle　que　cause　le　contact　de　la　torpille．　Trop　faible　pour

r6sister，　elle　se　sentait　attir6e　par　une　force　inconnue　en　bas　de　cette　table，

oむelle　croyait　voir　quelque　monstre　qui　lui　langait　son　venin，　un　monstre

dont　les　yeux　magn6tiques　la　charmaient，　dont　la　gueule　ouverte　semblait

broyer　sa　proie　par　avance．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（VII　p．330）

現実の深淵を前にしたミンナの衝撃，その恐怖は，読者の心をも深く突き刺す程

の迫力である。この何もかも吸い込み，破壊しようとする深淵のイメージは，多く

の神話の中に見出される。神話において，深淵はすべてのものを生み出す豊壌の地，

あるいはすべてを呑みつくす死の国への入り口として現われる。地面から植物が育

ち，枯れて土に帰り，また新たな生命を宿す大地は，生と死を蔵する無限の深さを

もったものとして，人類の目に映ってきたのである。

バルザックは，ミンナの直面した深淵に，　＜un　tigre》，＜la　torPme＞，

＜quelque　monstre　qui　lui　langait　son　venin＞といった獣的なイメージをもた

せているが，この＜abime－monstre＞の姿も，英雄神話に登場する怪物の中にイメ

一ジを重ねてみることができる。

こういう神話的な表象は，誰もが直接体験している現象から生じる。つまり，我

々は時折，自分には全く異質に思える状態や激情に駆られたり，自分には無縁の衝

動や感情，心像を心に浮かべたりする。しかも，このような激情は我々の意図と対

立することが多いので，自分とは違う存在が姿を現わしたと考えたり，未知らぬ霊

魂にとり愚かれたとみなしてしまう。特に，科学的精神をもたないプリミティブな人

間が，その心像を外的事物に投影したとしても無理なかったであろう。従って，神

話的性質をそなえた，あるいは普遍的人類史的象徴性をそなえた諸モチーフは，常

に心の最も深い層がそこに関与していると考えられる。

ミンナの目に映った「深淵」の姿もまた，その神話的性質から鑑みて，彼女の心

の深層ではなかったろうか。

このような解釈をするにはまず，自我意識の他にも精神領域があることを前提に

しなければならない。意識外にある，こうした精神領域（無意識）の存在を証明し

たのは，ジャネ，プロイァー，フロイト等であった。特にフロイトは，ヒステリー等
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の神経症，夢，催眠，日常の錯誤行為などの現象を次々に追求し，無意識の実在を明

確にした。さらに，神話的モチーフを無意識の中に認めたのが，C．G．ユングで

あった。フロイトは，無意識を意識的人格にとり不適当で排除すべきもの，意識の

退行として否定的にとらえたが，ユングは，意識と無意識の相補作用によって初め

て，精神を完全な円として全体性にまで高めることができるとした。ユングにとっ

て意識はむしろ，無意識に依拠しており，無意識の一機能である本来的な心的活動

に基づく二次的なものであった。

ユングは無意識をさらに，個人的無意識と集合的無意識に分けた。前者は，個人

の生活体験に発する諸内容，すなわち，あらゆる種類の抑圧されたもの，忘却され

たもの，識閾下で知覚されたもの等を含んでいる。後者は，人類の発生以来，人間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾉ普遍的な本性の諸状態において示された典型的な反応諸様式（闘争本能，男女両

性の関係，愛憎や誕生，死に対する関係等）の沈澱を表わしている。このようなユ

ング理論における心の総体的構造を図解すると，次のようになるρ）

3
一一噛 2．意識

3．個人的無意識
4 4．集合的無意識

5．集合的無意識のうち，決して意識化さ
5一

れることのない部分

図のように， 最下位の円5は最大で，その上に他の円が層をなして（例えば，個人

的無意識では上部に記憶の層，下部に抑圧されたものの層が，集合的無意識におい

ては，まだ理性によって制御できる情動のような本能的な衝動から決して意識され

ることのない層まで段階的に）のっていき，上にいくに従って次第に狭小になり，

自我がその頂点に立つ。

ユングは，神話的性質をそなえたモチーフ，人類に共通の基本的な型は，その性

質において，集合的無意識のうち垣間見ることの不可能な深層（図で言えば5）に

属するとみなした。彼はそれを「元型」と呼んだが，これは無意識領域に前もって

存在している内在的なもので，超意識的であるが故に，形而上的なものである。彼

が主要な元型として取り上げたのは「影」，　「アニマ・アニムス」，「老賢者」「太

母」（グレートマザー）等である7）。
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意識に最も近い部分に潜在している元型が「影」δ）で，　「影」は意識面の諸原理

と対立する内容を含むために，道徳的，美的その他の理由で否認され，表面に現わ

れることを許されない人間の本性的素質を示している。それは未分化な心の機能

（ふつうは情動）と結びついて意識下に抑圧されている。具体的な心像としては，

夢に現われる悪魔や怪物，恐怖感をそそるもの，暗黒の洞窟や沼といったイメージ

も「影」の一つの現われである。

ミンナが「深淵」に見た不吉なイメージは彼女の「影」ではなかったろうか。そ

れを裏付けるものとして，次の二つの理由が挙げられる。（1）バルザックの小説に

おける，自然現象と人間の心の状態の照応。（2）「深淵」を描写するにあたって，

バルザックの用いた語句。

「人間喜劇」において，自然現象はしばしば象徴的な意味を持つ。　L’Eηル班

M側dπでは，劇的で不吉な場面には荒れ狂う海が，主人公が心の安らぎを感じる

場面には静かで平和な海が対応し，登場人物の心の動きに従って海の状態が変化し

た。LθCμだdεy∫磁gεでは，主人公が照罪の道を進むにっれて，荒廃した土地

から肥沃な土地へと自然が変容していった。

567α助吻においても，物語の舞台となったノルウェーの小村の風景は象徴的で

ある。海岸の風変りな凹凸，北海の絶えず轟いている波浪，無数の底知れぬ入江や

浦，小湾の繰り広げる壮大な光景は，「ノルウェーの生活の象徴9）」であった。垂

直にそそり立つ断崖，立ち騒ぐ波，誰にも踏み荒されたことのない，万年雪を残し

た山々の頂，なまめかしい曲線を描く美しい谷，これらすべての要素は「ノルウェ

一の大地の壮大さを要約しているし，また真に天国的な物語に舞台を提供lo）」して

いた。ここでも自然は冒頭では，冬の厳しい寒さの中で，氷の不毛なカだけが支配

する沈黙の世界，否定の様相と死の徴候を表わしていた。それは，セラフィタ，ミ

ンナ，ウィルフリッドのそれぞれの苦悩を表わしている。物語の最後にセラフィタ

が昇天する場面では，自然は暖かい風のそよぎ，鳥たちの麟り，霧氷が触けて流れ

る小川のせせらぎと，北欧の美しい春の到来を，それに伴う人々の喜びを告げてい

た。このように，367α助∫∫αにおいて，自然と人間の精神との照応が明確に見られ

るのである。

次に，深淵の描写に使われた形容詞に注目してみよう。すなわちくdes　atteintes

61ectriques＞，＜une　force　inconnue＞，＜1es　yeux　magn6tiques＞の傍線部分で

ある・＜61eCtriqUe》，＜magn6tiqUe》という形容詞は「意志」の特性を表わすも
のであった11）。
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バルザックは「意志」を重さを測ることのできない生命流体とみなし，電気，熱，

光と本質を同じくすると考えた。彼にとって「意志」の放出は電気的（61ectrique）

なものであり，実際にルイ・ランベールは髪の毛から放射される静電気を，満たさ

れない情念の発露と考えた。距アα助漉でも，「魂が発する電気の力」12）という表現

が見られる。同時に「意志」は磁気的（magn6tique）な力を発揮し，周囲の人をひ

きつけ，影響を及ぼすことができた。

このように，＜61ectrique＞，＜magn6tique＞は人間の内部に潜在する心的なカ

を形容し，　＜une　force　inconnue》もまた，意識化されていない，　まだ未知の

「意志」の力，すなわち無意識を意味している。

以上に挙げたような理由によって，ミンナが見た「深淵」は，彼女の心の抑圧さ

れた暗い情動，本能的な衝動が投影され，「怪物」の姿となって現われたと言えよ

う。

「深淵」は暗闇と深い関わりをもち，それは直ちに我々の心の最も深い，最も暗

い，決して意識化されることのない無意識の中核を連想させる。それ故に，「人間

喜劇」においても「深淵」という言葉が，心の暗黒状態の暗喩として使われること

が多い。例えば，LθC〃だdθyゴ1108θにおける「深淵」．

Je　me　sens　aller　dans　un　gouffre　o心toutes　les　id6es　s’6moussent，　oO　le

caract6re　s，amoindrit，　o血les　ressorts　se　d6tendent，　o心les　qualit6s　s’assoUpli一

ssent，　o血toutes　les　forces　de　Pame　s’6parpillent　et　oh　je　ne　serai　plus

1’etre　que　la　nature　a　voulu　que　je　sois．（傍線　筆者）（VI，　p，218）

しかし，不吉で破壊的な「深淵」ばかりが「人間喜劇」に登場しているわけでは

ない。バルザックがくgouffres　de　lumiere》，＜abimes　sup6rieurs》等と呼ぶ，

天上を象徴するような高次の「深淵」が存在する。例えばMα∬伽沼αDo厩にお

いて「深淵」は「深さ，静けさ，無限の広がり，天上の愛，永遠の幸福の概念13）」

を意味している。作中の登場人物は次のように問いかけている。

N’as－tu　donc　jamais　vu　la　lueur　indirecte　d’une　6toile　t’ouvrir　les　abimes

sup6rieurs，　et　n’aミーtu　jamais　mont6　sur　ce　rayon　qui　vous　emporte　dans　le

ciel　au　miieu　des　principes　qui　meuvent　les　mondes？　　（傍線　筆者）

（VI，　P．562）

　　　　　●
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367αp励αでミンナを恐慌状態に陥れた「深淵」に立ち向かうセラフィトゥスを

も，バルザックは「深淵」と呼んでいる。

（一一一）il（S6raphftus）alla　se　poser　sur　le　bord　de　la　table，　d’oU　ses　yeux

plong6rent　au　fond　du　Fiord　en　en　d6fiant　1’6blouissante　profondeur；

son　corps　ne　vacilla　point，　son　front　resta　blanc　et　impassible　comme

celui　d’une　statue　de　marbre；abime　contre　abime．　　（傍線　筆者）

セラフィタ＝・セラフィトゥスは両性具有者で，肉を具えた人間というよりも，霊

的存在である。この熾天使の前身ともいえる人物は，ウィルフリッドとミンナに新

しい心の視野を与える指導的な役割を果たし，また同時に祈りと苦行によって最後

には全き「霊」として昇天する。このように，変化の最終段階に達したセラフィト

ウスの高次の精神性と，「地上の仕事に身を捧げるよう定められた14）」ミンナの低

次の精神性との対峙がくabime　contre　abime》によって表現されているように思

える。

天使的存在であるセラフィタに代表される「深淵」は，深淵のもう一つの性質に

由来する。「深淵」は暗黒の闇を表わすだけでなく，無限をも意味する。バルザッ

クにあっては，「無限」（1’infini）は「神性」（le　divin）とほとんど同義語である。

Per　Nykro9は，バルザックの使う＜infini＞とくdivin》という語は，同じ体験

を表わすもので，その相違は単に，別の概念，別の観点による色づけによって生ずる

に過ぎないと述べている。

（一一。）i1（1e　mot＜infini＞）arrive　a　devenir　une　sorte　de　synonyme　de

＜divin》，　appartenant　seulement　a　une　autre　famille　stylistique，　a　un

autre　ensemble　de　concepts；quand　Balzac　parle　d’＜infini＞，　il　pense

al’exp6rience　consid6r6e　comme　immanente，　purement　psychologique；

s’il　met　le　mot＜divin》，　il　considさre　a　la　meme　exp6rience　une　nuance

transcendante　plus　ou　moins　accus6e，　en　lui　attribuant　une　signification

m6taphysiq・・p・ssible．15）

バルザック自身，セラフィタを通して，無限は到る所で神自身に類似し，必然的に

@　　　　　　　　　　、　　・　　　　　　　　　　　　　　●
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「一」であり，従って，無限は純粋に霊的な世界を認識させると明言している。

Dieu　seul　est　infini，　car　certes皿ne　peut　y　avoir　deux　infinis．　Si（一一一）

quelque　chose　qui　soit　d6montr6e　ici－bas，　vous　semble　infinie，　soyez

certain　d’y　entrevoir　une　des　faces　de　Dieu．　　　　　　（VII，　p．360）

地上において無限を感じさせるものはすべて，神的性質を持ち，「深淵」も例外で

はない。

このように，明暗・善悪，様々な側面で対極的な「深淵」が存在するわけだが，

対立する二つの「深淵」が別々に存在しているのではない。一つの「深淵」のうち

に両義的な本質が潜んでいるのである。バルザックにとって，神は物理的現実と同

じように客観的超越的に存在するのではなく，いわば主観的に人間の心の内的領域

に関わっている。すなわち，ミンナの暗い「影」を映し出した「深淵」は同時に，

神のイメージを体験させる。従って，神に近づくためには，外的世界に働きかける

のではなく，自己の内部を知るべきである。

Avant　d，employer　sa　force　a　mesurer　Dieu，1，homme　ne　devrait。il　pas

etre　plus　instruit　qu’il　ne　l’est　sur　lui－meme？Avant　de　menacer　les　6toiles

qui　l’6clairent，　avant　d’attaquer　les　certitudes　61ev6es　ne　devrait一丑　pas

6tablir　les　certitudes　qu，丑1e　touchent？　　　　　　　　　　（VII，　p．359）

神は人間の理性によっては理解できない。神への道は自己の内部に存し，心の深層

へ鋭い目を注ぐことによって開かれる。

Si　la　raison　humaine　a　sit6t　6puis6　P6chelle　de　ses　forces　en　y　6tendant

Dieu　pour　se　le　d6montrer　sans　y　parvenir，　n，est一丑pas　6vident　qu’il　faut

chercher　une　autre　voie　pour　connaitre？　Cette　voie　est　en　nous－memes．

Le　Voyant　et　le　Croyant　trouvent　en　eux　des　yeux　plus　pergants　que　ne

le　sont　les　yeux　apPliqu6s　aux　choses　de　la　terre，　et　apergoivent　une

Aurore．　　　　　　　　　　　　　　　（傍線　筆者）（VII，　p．363）

奇蹟や魔法，呪術等，超自然的と呼ばれる現象は，人間の外部ではなく，内部から
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生ずるものである。

Les　miracles，　les　enchantements，　les　incantations，　les　sortilさges，　enfin　les

actes，　improprement　apPel6s　sumaturels，　ne　sont　possibles　et　ne　peuvent

s’expliquer　que　par　le　despotisme　avec　lequel　un　Esprit　nous　contraint

asubir　les　effets　d’une　optique　myst6rieuse（…）．　Ces　ph6nomさnes　sont

en　nous　et　non　au　dehors・　　　　　　（傍線　筆者）（VII，　P．339）

バルザックは，彼の宇宙論において，鉱物一植物一動物一人間一天使・神の世界

と，連続した進化の場を設定していた16）。彼によれば，人間は物質的要素（1’etre

ext6rieur）と霊的要素（1’etre　int6rieur）を兼ね備えた存在で，人間の中で「眼に

みえる有限の宇宙」と「眼にみえない無限の宇宙」が隣接している。自己の内部の

霊的要素に気づき，それをのばしていくことによって，人間は天使になることがで

きる。〈Je　crois　aux　progres　de　l’homme　sur　lui－meme17）〉　というバルザッ

クの言葉は，自己の心の内部に働きかけることによって，高次の精神性，神にまで

到達できるという彼の確信から生まれたものである。

このようなバルザックの神の概念は，スウェーデンボリの思想をかりているだけ

に，神秘的な形を纒っているが，心理学的に言えば，　「有限の宇宙」または「自然

的宇宙」と彼が呼ぶものは，理性の支配する意識の領域をさし，　「無限の宇宙」ま

たは「超自然的宇宙」は無意識を意味している。ユングによれば，意識は外界への

適応を目ざすが，無意識は意識の目的追求の姿勢に全く無頓着であり，非人格的な

本性の客観性を備えている。意識の操作の及ばないところで，自律的に機能する無

意識は超意識的であり，形而上的と言える。従って，無意識領域に深く入っていく

ならば・必らず宗教性を帯びたヌミノーゼ（神霊的な）体験をすることになる。集

合的無意識を構成する元型は，主観的な心の空間から見た場合，　「不可解な神霊的

なものnuminos［…］，すなわち根源的な体験」であり，「もしこの体験がぴった

りした象徴を身にまとっている［…］場合には，元型は主体を，その結果がどうな

るか見極められないような一種の感動状態，金縛りの状態に置くことになる18）。」

ウィルフリッドがセラフィタに接した時に感じた激しい衝撃は，心の深層の力と

の交流によって起こったものである。彼はその体験を次のように表現している。「あ

る時は・漁夫を感電させ，麻痺させる電気えいのように，ある時は，生命を高揚させ，

その噴出を速める燐のように，ある時は肉体を眠らせ，精神を絆から解き，世界の
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上を自由に飛び廻らせ，プリズムを通して世界をみせ，一番気に入る餌だけを選び

取ってくれる阿片のように，更にまた，ある時は，一つの幻視のためにすべての能

力を停めてしまう強迫症のような19）」作用をもたらすと。

ユングは，人類に普遍的に神の概念が現われるのは，神という存在に対する対応

物を自らのうちに内包しているためだとして「魂は本来宗教的である20）」と述べて

いる。これはまさに，「神を知るための道は我々の中にある」と言ったセラフィタ

の言葉の意味するものであろう。人間は誰でも，自己の内の「無限の宇宙」，すな

わち無意識内容を知ることによって，神を体験することができる。無意識内容を意

識化せずに，抑圧したままでいると，無意識は自動的かつ否定的に働らいて，暗い

情動に形を与えかねない。しかし，無意識と交流をはかり，意識の中に統合すれば

それは人間を個の孤独から解放し，永遠の事象の中に組み入れることのできる創造

的な作用をもたらす。ミンナの見た「深淵」は前者の状態を表わし，セラフィトゥ

スの「深淵」は後者を表わしている。

以上のように，バルザックが「深淵」と言う時，破壊的側面と創造的側面を兼ね

持った心の深層をさしていると言えよう。

第二章　「狂人」と「学者」

次に，寓話の中に現われる狂人．（fou）と学者（savant）を見てみよう。狂人は深

淵を見つけ，そこに落ちてしまい，永遠にそこから出ることができない。それに対

して学者は，梯子をかけて深淵の底まで降りていき，また地上にとって返す。やお

ら全世界に向けて「この穴は深さ1802フィート，底の温度は地表より2度高い」

と言って手の泥を払う。そして，家庭に戻って暮らす。

この二人の態度は，一方はある事象に対して直接関わらず，外部から冷やかに見

つめる分析的な態度，もう一方はそれに関わり，巻き込まれ，内部から個人的な経

験として生きる直観的な態度を具現している。

バルザックはNo’θ∫助∫1050加∫9麗5の中で，人間における二つの態度の違いを

次のように記している。

En　Phomme　se　fait　un　double　travail：（1）monde　ext6rieur，　cr6ation，

・切・tdes　sci，nce・；（2）1・p・n、6e　ellひmem・，1・m・nd・m・・al，　P・6・i・．21）
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学者は（1）の外的世界の側に属し，「狂人」は（2）の内的世界に属する。　これはまた，

心の深層である「深淵」との関わりからみれば，「学者」は日常的意識の側であり，

「狂人」は日常的意識を超えた世界の側にある。「狂人」は無意識から浮かび上が

ってくる諸々の像，象徴，幻影を直接体験し，それと同一化する者である。第一章

の「深淵」の項で，心の深層に奥深く入っていけば必ず宗教体験の領域が展開され

るというユングの見解にふれたが，その点から考察すると，「狂人」は聖的次元に

属する．逆に言えば，無意識と直接的な交流を行ない，神秘的な経験をもつものは

「狂人」の側にある・

無意識の特性である時間と空間の相対性の中に生きる「狂人」は，特別な視力を

授かる。バルザックにとってそれは，一瞬にして結果から原因に湖る素早い洞察力，

他人の悟性を見抜き，事物を過去，現在，未来において見ることのできる「内的視

力」であった。彼はその能力を＜Sp6cialit6＞と呼び「物質界ならびに精神界の事

物を，その起源の根幹や結果の末梢にわたって見ること22）」のできる直観力と定義

づけた。そして＜Sp6cialit6＞の能力に与る者を＜Sp6cialiste＞　と呼んだ。セ

ラフィタもその一人で，彼女は物質の外観の下で動いている魂を見透すことができ

る。

（一一一）1ゑo血vous　voyez　des　corps，　moi　je（S6rap｝1ita）vois　des　forces　qui

tendent　les　unes　vers　les　autres　par　un　mouvement　g6n6rateur．　Pour　moi，

le　caractere　des　corps　est　Pindice　de　Ieurs　principes　et　le　signe　de　leurs

propri6t6s．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（VII，　p．363）

「狂人」すなわちくSp6cialiste》のカテゴリーに入る者は（1）宗教（la　Religion）

（2）芸術（1’Art）（3｝愛（1’Amour）に生きる人々である。バルザックはLα1）μc舵∬θ

dθ加ηgθ傭の中で，これらの事象（ここでは芸術の中でも音楽を取り上げている）

を神に到る三要素とみなしている。

La　Religion，1’Amour　et　la　Musique　ne　sont－ils　pas　la　triple　expression

d’un　meme　fait，　le　besoin　d’expansion　dont　est　travai116e　toute　ame　noble？

Ces　trois　po6sies　vont　toutes　a　Dieu　qui　d6noue　toutes　les　6motions　terre一

stres．　Aussi　cette　sainte　Trinit6　humaine　participe－t－elle　des　grandeurs

infinies　de　Dieu，　que　nous　ne　configurons　jamais　sans　l’entourer　des　feux
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de　Pamour，　des　sistres　d’or　de　la　musique，　de　lumi6re　et　d’ha㎜onie．

（IV，　P．57）

これら三つの要素に共通して言えることは「ある譜調的な悦惚感2㍉（une　harm（レ

nieuse　extase）を生み出すことであり，それを感じる者に広大な世界に存在する

調和を認識せしめる。

ところで，「調和は最高の意味において部分と単一との関係である24）」宇宙の像

をうつし出し，終極には「神であるところの単一25）」へ人間を引き戻すのである。

まず，宗教について。バルザックは福αf∫7εCo7η4伽3の中で，カトリックの礼

拝式に臨んだ信者の宗教体験を描いている。

Le　concert　de　sentiments　par　lequel　toutes　les　ames昂’61ancent　au　cie1

produit　alors　un　explicable　ph6nom6ne　de　sp廿itualitε．　La　mystique

exaltation　des　fidさles　assembl6s　r6agit　sur　chacun　d’eux，　le　plus　faible　est

sans　doute　port6　sur　les　flots　de　cet　oc6an　d’arnour　et　de　foi．　Puissance

tout　61ectrique，　la　pri6re　arrache　ainsi　notre　nature註elle－meme．　Cette

involontaire　union　de　toutes　les　volont6s，6galement　prostern6es　a　terre，

6galement　elev6es　aux　cieux，　contient　sans　doute　le　secret　des　magiques

influences　que　poss6dent　le　chant　des　pretres　et　les　m610dies　de　Porgue，

les　parfums　et　les　pompes　de　l’aute1，　les　voix　de　la　foule　et　ses　contempla一

tions　silencieuses．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（VII，　P．105）

宗教儀式を構成する物的・心的な道具立ては人々が自己の内面への道を辿り，永

遠の根源を真に体験することを容易にするものである。ユングによれば，宗教は啓

示された救済の道である。「宗教的直観はいついかなる所でも象徴として現われて

くる前意識的な智の所産である。たとい我々の悟性がそれを理解し得なくとも，そ

れは影響力を発揮する。何故なら我々の無意識がそれを普遍的な心的事実の表現と

して承認するからである。それ故，信仰は一それがありさえすれば一それだけで十

分なのである27）．」

36アαρ1f∫αにおいて「学者」の立場にあるベッケル氏は神を信じることができな

い・創造の問題を，人間の論理（心理学的に言えば，日常的自我意識）の尺度によ

って理解しようとするために，矛盾に突き当たり，最後には懐疑に陥る。バルザッ
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クは彼を次のように描写している。

Sur　les　gradins　de　ce　colys6e，　monsieur　Becker　asseyait　les　grises　16gions　du

doute，　ses　sombres　id6es，　ses　vicieuses　formules　de　dispute；il　y　convoquait

1es　diff6rents　mondes　philosophiques　et　religieux　qui　se　combattent，　et

qui　tous　apparaissent　sous　la　forme　d’un　syst6me　d6charn6　comme　le

temps　configur6　par　l’homme　vieillard　qui　d’une　main　l6ve　la　faux，　et　dans

1’autre　emporte　un　grele　univers，　humain．　　　　　　　　（VII，　p．355）

真の信仰は，日常的意識の次元を超えた魂の内なる領域から開けてくる。セラフ

イタはべッケル氏を非難して，神とは感じるものであって証明されるものではない

と諭している。No∫ε∫ρh∫10∫0助∫卿θ∫の中でもバルザックは，生まれつき感受性

の豊かな者は神を理解することができると述べ，次のように続けている。

De　telles　existences　n’ont　jamais　besoin　de　preuves　pour　croire　a　Dieu（…），

E1玉es　se　sont　empar6es　dさs　longtemps　de　cette　grande　id6e．　Dieu　vit　dans

1eu「sentiment　comme　s，皿6tait　leur　sentiment　meme．28）

神は，感情の中にあたかも先験的に存在し，日常的経験の場に基礎をおく知的判断

の及ぼないものである．従って，真の信仰に生きる者は，自己の内面を省察する垂

直的次元にあると言えよう。

次に芸術について。バルザックはDθ3．47∫競θ5の中で，芸術家の特性について

言及している。

Il　est　recollnu　qu’i1（1’artiste）n’est　pas　lui－meme　dans　le　secret　de　son

intelligence←一。）．110p6re　sous　1’empire　de　certaines　circonstances，　dont

1a　r6union　est　un　mystさre←一一）．　Il　ne　s’apPartient　pas．　Il　est　le　jouet

d・une　force　6minement　capricieuse．29）

続けて彼は，　「芸術家とは，ある専制的な意志の卑しい道具であり，主人に従うだ

けのものである」と言い放っている。また彼自身も「ちょうど水が泉から流れ出る

ように，思想が私の頭から流れ出なければならない。それについてば自分でも一向
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に見当がっかない」（Lθ艀ε∫δ1吻ぬ襯θ1勉π8κのと告白したり，「私の魂がそこ

はかとない光の光芒の中に浸っている時，恐ろしい，混乱した霊感の声を耳にした

時，未知の源泉から諸々のイマージュが私の脈うつ脳髄の中に流れ込んだ時30）」味

わう幸福について語っている。このように，真の創造性はせき止めることのできな

い泉であり，それは芸術家の心の深淵から湧き起こってくる。無意識の中に宿ってい

る人類の永遠の象徴が，豊かな意味を帯びて芸術家の意識に流れ込み，芸術家はこ

の象徴を書き写すに過ぎない。彼は，思考の領域に侵入してくる無意識の諸内容と

自己を同一視することにより，「宇宙をその脳中に呼びよせる31）」である。

また，バルザックは芸術家の魂は，宇宙を反映する「同心円の鏡」（miroir

concentrique）でなければならないと，様々な箇所で述べている。例えば，36zα助磁

では次のような件がある。

（…）ils（les　initi6s　aux　secrets　de　1’art）portent　en　eux－memes　un　miroir

oU　vient　se　r6fl6chtr　la　nature　morale　avec　ses　causes　et　ses　effets．

（傍線　筆者）（VII，　P．351）

この「鏡」は　』レθ漉∬θ〃2θ肛伽〈Gα7∫〉の中の一節に，「この魂は結局，ラ

イプニッツのすばらしい表現を借りて言えば，宇宙の同心円的な鏡（un　miroh

concentrique　de　1’univers）であった33）」とあるように，ライプニッツの鏡に由来

する。では，ライプニッツの鏡とはどのようなものであっただろうか。

ライプニッツは，単子（monade）を根本原理として独自の形而上学を築いた。単

子は宇宙を構成する物的・心的要素で，不可分の単純物体を意味している。それは

生物の統一性，あらゆる活動力の根源であり，自然界は，到る所で単子としての統

一性と作用力を備えた有機体に満ちている。単子は相互に他を映しあい，予定調和

的に結合して，それぞれの視点から全宇宙を表現しており，それをさしてライプニ

ッツは「生ける鏡」と呼んだ。

ゐ’・4ηη6εわα1zαdeηηθ1965において，Suzanne　B6rardがライプニッツの鏡に

言及しているが，彼女はライプニッツの著毎oη認0108ゴeの一節を挙げている。

Or　cette　liaison　ou　cet　accommodement　de　toutes　les　choses　cr66es　a

chacune　et　de　chacune　a　toutes　les　autres，　fait　que　chaque　substance　simple

ades　rapPorts　qui　exprimentトtoutes　les　autres，　et　qu’elle　est　par　con一
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s6quent　un　miroir　vivant　perp6tuel　de　l・univers．34）

ベラールによれば，バルザックは1816年からソルボンヌ大学の講義をうけて

おり，それはちょうどv．Cousinが近代哲学史の講義を行なった時期にあたる。

Cousinは，その講義の中でライプニッッの理論を紹介し，詳しい説明を行なって

いる。彼の講義ノートが後日発表されたが，彼は次のように解説している。

Tout　l’univers　rayonne　sur　la　monade，　selon　le　c6t6　auquel　elle　lui　est

expos6e．　Une　monade　est　le　monde　en　raccourci；C’est　le　miroir　de　toute

la　nature，　c’est　une　simplicit6　f6conde，　c’est　une　universalit6㎞mense

par　la　multitude　de　ses　modifications；c’est　enfin　un　centre　qui　exprime

une　circonf6rence　infinie．35）

一つの単子が世界の縮図だとすれば，単子の中に，世界全体の現在の様相，過去，

未来の姿を読みとることができる。このようなライプニッツの思想に，普遍的な象

徴が心の中に次々と湧き出てくるというバルザック自身の内的体験を重ね合わせて，

魂は，無限を映し出す「生ける鏡」であるというイメージが生まれたのだろう。

真の芸術家の仕事は，個人的な運命を人類の運命にまで高め，一回限りの移ろい

やすい領域から永遠に存在し続けるものの領域へと引き上げるものである。それを

成し遂げるには，芸術家は，自らを世界全体がそこに反映してくる「鏡」となすこ

と，すなわち，個人的な日常的世界の彼岸にある無意識の中に身を置くことが必要

になる。

三番目の「愛」について。愛が，知的な判断の領域ではなく，深い感情の域に属

することは言うまでもない。愛に生きる者は，主観的に関わり，対象と一体化する

「狂人」の立場に立つものである。

「人間喜劇」において，愛情の力によってバルザックが「第二の眼」と呼ぶ千里

眼的な能力を獲得した者は枚挙にいとまがない。（例えば，LθR幻廊漉oηηαかθ

における母親は，母性愛によって，遠国での息子の処刑を「心の眼」で予見するこ

とができた・）愛の陶酔に浸る者には，日常的次元を超えた神霊的な領域が，自づ

と開けてくる・「父性愛のキリスト」であるゴリオ爺さんが「私が父親となった時，

神を理解した。」と告白しているように，人間の愛情は神の永遠の愛につながる。

アルベール・ベガンは，「人間喜劇」の中の愛の小説において，バルザックの最
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初の動きは「人間の愛に，それを神の純粋さにまで昂揚させることのできる内的か

つ自発的な変容の力を与えることであった36）」と看破している。

「人間喜劇」の恋人たちは，愛の躍動によってプラトンの両性具有者の夢を実現

する。例えばL’Eηル肛ルf側dπにおけるガブリエルとエティエンヌの愛。

（一一一）ils　ne　pouvait　alors　etre　comparεs　qu，un　ange　qui，　les　pieds　pos6s　sur　le

monde，　attend　l’heure　de　revoler　vers　le　cie1．　Ils　avaient　accompli　ce

beau　reve　du　g6nie　mystique　de　Platon　et　tous　ceux　qui　cherchent　un

sens　a　l’humanit6．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（VII，　P．39）

またはMα∬∫禰伽Doηごにおけるマッシミルラとエミリオの愛。

Ma∫i6s　dans　le　ciel　seulement，　ces　deux　amants　s，admiraient　sous　leur

forme　la　plus　pure，　celle　de　deux　ames　enflamm6es　et　conjointes　dans

1a　lumi6re　c61este，　spectacles　radieux　pour　les　yeux　qu’a　touch6s　la　Foi，

fertiles　surtout　en　d61ices　infinies　que　le　pinceau　des　Raphaε1，　des　Titien，

des　Murillo　a　su　rendre（…）．　　　　　　　　　　　　　　　（VI，　p．556）

しかしながら，人間を無限の神の世界へ導くのは，純粋な，精神的な愛だけに限

らない。肉体の愛も同様の役割を果たす。セラフィタは「地上の愛の一時的な喜び

は，ある人々にとっては，もっと永続的な喜びの曙を垣間見せてくれる火花37）」で

あると説き，肉体をそなえた人間の側から霊的体験の世界に入り，超越的次元へと

昇っていく可能性を明らかにしている。例えば，加FfZ1θ副xア例x　d’07は，

官能的な愛が基調をなしているが，主人公（ド・マルセイ）は金色の眼の娘（パキ

タ）の中に，聖なるものとおぞましさの入り混じった無限を見ている。

Il　reva　de　la　Fnle　aux　yeux　d’or，　comme　revent　les　jeunes　gens　passionn6s．

Ce　fut　des　images　monstrueuses，　de　bizarreries　insaisissables　pleines　de

1umi6re，　et　qui　r6vさ1ent　les　mondes　invisibles．　　　　　　（IV，　P．121）

パキタはすべての真に偉大な男たちが，無限に対して感ずる情熱，すなわち，学者

たちが学問の中に，神秘家が神のみにみた無窮の思想，またはドン・ジュァンをし
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て女の胸の中を探し回らせた神秘的な情熱に答える女であり，彼女はまさに，「手

に触れることのできる無限38）」であった。

このように，バルザックは神的要素とエロス的肉的要素を対立するものとはみな

していない。肉体を罪の源泉と考え，それを人間の霊的本性から分離しようとする

ユダヤ・キリスト教の立場から見れば，彼は異教的であると言える。ルイ・ランベ

一ル＝バルザックは，ヘブライの旧約聖書とインドの聖典を比較して，インドの聖

典には愛欲の微笑ましい着想や火の崇拝，生殖の際限もない擬人化が見られるが，

そういうすばらしいイメージが，ヘブライ人の作品には欠けていると非難している。

ユダヤ・キリスト教の神は天罰を下す裁きの神で，異教の神は豊かな土地と結びつ

いた神，前者はロゴス的原理に基づく神，後者はエロス的原理と不可分の神と言え

る．バルザックは後者の側にあって，女性的・肉的要素を排除して，男性的・知的

要素だけを発展させていったキリスト教の世界を告発している。LθC雄4　dθToπア∫

の最後で彼は次のように結論づけた。

（一。一）pour　enfanter　des　peuples　neufs　ou　pour　produire　des　id6es　nouvelles，

ne　doivent－ils（les　hommes　qui　portent　une　science，　une　natio11，　etc．）

pas　unir　dans　leurs　puissantes　tetes　les　mamelles　de　la　femme　a　la　force

de　Dieu？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（III，　p．85）

無意識の中に埋もれた女性的・エロス的要素を意識が取り入れることを彼は提唱し，

エロス的な愛の心情を通じて，神とのつながりを見出す道を説いている。LθLア∫

吻η510yo116θにおける清純そのものの主人公，モルソーフ夫人ですら，人は聖な

る者，完全な人間になって高い世界に達する前に「真赤に焼けた増蝸39）」（肉の

情熱）を通らねばならないと言い放っている。これは，エロス的，肉的なものの導

きによって，永遠の光の領域に達することができるという作者自身の確信を反映し

たものであろう。

バルザックは，肉体の中に精神の上昇を助ける力を認め，ルイ・ランベールに次

のように言わせている。

Aussi，　peut－etre　un　jour　le　sens　inverse　de　l’ET　VERBUM　CARO　FACTUM

EST，　sera－t－il　le　r6sum6　d’un　nouve16vangile　qui　dira：ET　LA　CHAIR　SE

FERA　LE　VERBE，　ELLE　DEVIENDRA　LA　PAROLE　DE　DIEU．
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（VII，　P．323）

以上のように「狂人」の側に組する者を検討したが，これらの者は皆，心の深層

と本質的に関わり，それと一体化することで日常的世界から離れ，神秘的な体験を

するものである。無意識から立ち現われる諸内容は，強烈な眩惑の力をもち，それ

と一体化する者は，深い洞察力を獲得する一方，その魔術めいた力に引きずり込ま

れ，日常的な正気の世界に帰る道を永遠に失う恐れがある。それが，寓話における

狂人の運命である。懐疑的なべッケル氏ですら，神秘的なスウェーデンボリの著作

に首を突っ込むと，恐ろしい狂気の波にさらわれると告白している。

Vous　y　roulez　dans　des　gouffres　sans　fi11，0むvotre　espdt　ne　vous　soutient

pas　toujours．　Certes！皿est　n6cessaire　d’avoir　une　puissante　jlltelligence

pour　en　revenir　sain　et　sauf　a　nos　id6es　sociales．　　　　（VII，　p．347）

芸術家の物語であるGα配わα磁やLθChθブd’ω卿7ε加coηη麗，　LσRεchθアc舵dθ

1M加01祝等における悲劇は，まさに創造的なものの中に潜む狂気の危険を示して

いる。心理学的に言えば，人間の心はあくまでも，対極をなす意識と無意識が補償

しあい，これらの対極の間のダイナミズムに支えられて全体性を得ることができる

のであり，どちかだけに一方的に偏ると，心的平衡は崩れてしまう。たとえ無意識

内容との一体化によって創造的な力を得られたとしても，それは一種の心的平衡障

害の状態であり，意識との新たな平衡を作り出さねばならない。「学者」は心的平

衡を維持しているものの，心の深層に潜む自己の可能性を実現，発展できないまま

でいる存在。「狂人」は，創造体験をしながら，意識との統合を果たせなかった存

在と言える。これが，狂人と学者の寓話の示す一面である。

また，この寓話には，一つの対象を別の観点から見た評価の違いが現われている

が，これは「人間喜劇」全体の特徴である。バルザックは多くの作品において，

「学者」と「狂人」の態度を対比して描いている。例えば，ウィルフリッドやミン

ナには崇高な精神的存在であるセラフィタが，ベッケル氏には「両親に甘やかされ

た気紛れな娘」で「宗教的な考えで頭をおかしくしてしまった40）」狂人でしかな

い・また，LθCoμ3ゴηPoη∫におけるワットーの扇を前にしたポンスとマルヴィル

夫人の態度の違い。美術品蒐集家としてのポンスにとって，それは有頂点になるよ

うな素晴らしい掘り出し物だが，計算高いマルヴィル夫人には何の価値も持たない
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骨董品でしかない。加Rθ6舵7c舵dθ1磁加01πにおいては，錬金術の実験に没

頭し，財産を蕩尽するバルタザル・クラースと，子供の財産，家の名誉を重んじる

妻との対立となって現われているが，バルザックはどちらも崇高な行為であると正

当化している。このように，「人間喜劇」が多元的な厚みをもった世界であるのは，

客観的認識と主観的把握という二律背反的態度が並行して存在していることに一部

負うものであると言えよう。

第三章　バルザックの立場

以上のように，「深淵」に対する「学者」と「狂人」の寓話は，様々な色合いを

帯び，象徴的な形でバルザックの根本思想を我々の前に提示している。ところで，

バルザック自身は「深淵」を前にして，どのような態度をとろうとしたであろうか。

次に，バルザック自身の立場を見ていきたいと思う。

バルザックは「狂人」と「学者」の両方の素質を備えていた。この二つの傾向は

遺伝的なもので，　「狂人」の，内的世界への沈潜は母から，　「学者」の外的世界へ

の関心は父から受け継いだものだった41）。

バルザックの父のベルナール・フランソワは，南フランスの片田舎に住む百姓の

十一人兄弟の長男であった。将来は聖職者になるよう定められていたが，生活力が

旺盛で，功名心に燃える彼は，それにあきたらず，パリに出奔した。折しも革命が

起こり，その波に押し上げられ，官吏として勤務するようになる。バルザックが生

まれた頃は，トゥールの師団糧秣部づきの官吏で，羽振りも良く，上流社会や貴族

階級が足繁く訪れるような，上流ブルジョアジーに出世していた。身分の卑しい貧

農の出から名誉ある財産家に成り上がった父から，バルザックは，金銭に対する情

熱的な本能や溢れんばかりの生活力，頑丈な体格を受け継いだ。

バルザックの母となったアンヌ・シャルロット・サランビエは，夫より三十二才

年下で富裕な銀行家の娘であった。彼女は一応の教養もあり，文学に熱中するロマ

ンティックな好みの持ち主だった。後年ヤコブ・ベーメ，スウェーデンボリ，サン

マルタン等神秘主義者の書物を偏愛するようになった。母のこのような神秘主義的

な傾向をも，バルザックは受け継いだのである。

生来の二重の傾向の亀裂はさらに，その生い立ちによって深められた。バルザッ

クの母は，恐らく夫に対する嫌悪を子供に転移したのだろうが，四人の子供のうち

上の二人，オノレとロールに対して冷淡だった。感受性が強く，たえず愛情を求め
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ていたバルザックが甘える度に，母は冷やかに拒んだ。「私には断じて母はありま

せん42）」と後年，ハンスカ夫人に宛てた手紙で母を断罪しているが，彼にとって母

親はあらゆる禍いの元であった。彼は少年期の苦い思い出をLαPθ側4θc加8加，

LθLア∫伽那1αジα116εの中で語っている。「自分の回りにいて感受性を伸ばして

くれるべき人にかえってその情操を押えつけられてばかりいる43）」子供，それがバ

ルザックであった。彼の不幸な体験は，彼を外的世界から離れて内的世界に身を投

げ入れさせることになった。内的世界への沈潜によって惹き起こされた悦惚感は，

彼の心に語りつくせぬ夢を育み，それが彼の想像力を豊かにした。彼の荘厳な幻想

は，彼の目に事物の本来の精神を見てとる能力を授け，ルイ，ランベールをして

「意志論」を書かしめた動機となったものである，

さらに，彼は八才の時ヴァンドームの寄宿学校に預けられるが，ここでの経験は

Lo傭Lα〃めεr∫に詳しい，ランベールに対する教師や同級生の迫害は，程度の差

こそあれ，作者自身が受けたものだった。しかし，このような周囲の敵意に抵抗し

なかったわけではない。ある人々の心の中では，認められぬ感情が転じて憎悪に変

わるところを，バノレザックの中では自尊心を奮い起こすこととなった。彼は，他の

者に対する秘かな精神的優越を感じることで，自己を正当化しようとした。Lo鷹

加配わθπでは，ランベールと語り手のこうした自尊心が同級生の憎悪，軽蔑を招く

こととなった。

ランベールにおいては「意志論」という画期的な学問をうちたてることが，自己

を正当づけるための野望となったが，バルザック自身は名声，権力，財産を勝ち取

ることによって優越を表わそうとした。彼がナポレオンの石膏像の台座に貼りつけ

た紙の文句は余りに有名である。「彼が剣で始めたことを，自分はペンで成し遂げ

よう．」文学による世界の征服者たらんことを目ざしたのである。また，成功後の

バルザックは，彼の父をパリへ駆り立てた衝動と同じ力によって，上流社会への栄

達を果たそうとした。

このように，外界の事物や人に関心を向け，それらとの関係や依存によって生き

方を決定していこうとする外向性と内界の主観的要因に重きを置く内向性とがバル

ザックの自己を分裂させていた。

「人間喜劇」を執筆中のバルザックの生活は昼と夜に二分された。昼は俗世間に

交わり，社交生活に費されたが，夜は八～十時間，孤独の中でコーヒーの刺激の助

けをかりながら，心の中から湧き出てくるカに急き立てられるようにして，一気に

作品を書き上げていった。創作活動においては「狂人」の側にあったのである。ツ
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ヴァイクは，彼の仕事ぶりを次のように描写している。

彼の想像力はいったん楚きつけられると，炎々と燃えさかって止まるところを

知らない。その光景たるや，さながら火炎が幹から幹に飛び火してますます熱

く，いよいよもって猛火となり，みるみる燃え広がってゆく山火事になぞらえる

ることができる。ペンが女のように柔かな手に握られて，疾風迅雷の勢いで紙

上を突っ走るので，言葉は殆んど思考に追いつきかねた。バルザックは書けば

書くほどますます綴りを省略し，ためらわず，ぐずつかず，ひたすら書き進め

る。中休みも，内心の幻を消すことも，できないのだ翰。

創作に没頭するバルザックにとって，空間も時間もない。心の深層から立ち現われ

る豊かなイメージを意識に浮かび上がらせ，世界と一体になる。

しかし，創造的な力に与る瞬間は，狂気の不安も感じさせる。Lo傭Lα励θπの

の物語はバルザック自身の発狂の恐怖から生まれたものである。1832年，Loμ∫∫

Lα襯わθπの初稿が出来上がった後，彼は妹に宛てた手紙で次のように述べている。

Pourquoi　revenir　sur　son　d6nouement？　Tu　connais　la　raison　qui　me　ra

fait　choisir！　Tu　as　toujours　peur．　Cette　fin　est　probable，　et　de　tristes

exemples　ne　la　justifient　que　trop：le　docteur　n’a－t。il　pas　dit　que　la　folie

est　toujours　a　la　porte　des　grandes　intelligences　qui　fonctionnent　troP？45）

ランベールの病の症状を扱った描写は非常に生々しく，現実性をもって読者に迫っ

てくる。例えば，次のような描写。

（ランベールは）癖のように一方の驕を他方の驕にこすりつけていたが，その

機械的な運動は何物をもってしても抑えっけるわけにはいかず，両方の骨がし

よっ中擦り合わされて恐ろしい音を立てていた46）。

ランベールは典型的な精神分裂病者であり，バルザックの描いた足の機械的な反復

動作はまさに，分裂病特有のものである47）。「精神分裂病」（Schizophr6nie）とい

う言葉自体がまだ存在していなかったバルザックの時代において，分裂病の正確な

描写を彼が書きえたというのは驚嘆に値する。身近かに観察対象がいたとは考えら
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o

れず，ある程度までは，バルザック自身の体験によるものと考えられる。彼の死ぬ

真際の伝説的な言葉一「ビアンションさえ来てくれたら，おれは助かるんだが」一

は，彼が自分の創作した虚の世界と現実の世界を混同していたことを如実に示すも

のである。

バルザックがランベールと同様に，狂気の淵を彷いながらも発狂せずにすんだの

は，一っには父親譲りの頑強な体質のおかげであったろう。それに加え，ランベー

ルはパリ社会の渦巻に翻弄され，社会の敗北者として自分の内に籠って生きること

を余儀なくされたが，バルザックは昼の生活で社会と関わり続け，彼の「内的な眼」

は現実の世界にも注がれていたためでもあった。

ルイ・ランベールがバルザックの「狂人」的要素の代弁者であるとすれば，ラン

ベールの同級生である語り手は，作者の「学者」的要素の代弁者であった。語り手

はランベールの熱狂を客観的に観察，分析して，系統立てて彼の理論を説明する役

目を担っている。しかし，彼は必ずしも冷静にランベールと関わっていたわけでは

なく，ランベールの思想の影響を蒙って動揺することもしばしばだった。発狂した

ランベールを見舞った彼は，　「社会生活とは実に裏腹な思念48）」に悩まされる。

La　vue　de　Louis　avait　exerce　sur　moi　je　ne　sais　quelle　influence　sinistre．

Je　redoutais　de　me　retrouver　dans　cette　atmosph6re　enivrante　oむ1’extase

etait　contagieuse．　Chacun　aurait　6prouv6　comme　moi　l’envie　de　se　pr6一

cipiter　dans　l’infini　（一一一）．　J’y　ressentis　des　troubles　extraordinaires　qui

surpasserent　les　effets　les　plus　fantastiques　caus6s　par　le　th6，　le　caf6，

1’opium，　par　le　sommeil　et　la　fi6vre，　agents　myst6rieux　dont　les　terribles

actions　embrasent　si　souvent　nos　tetes．　　　　　　　　　（VII，　p．323）

ルイ・ランベールの法悦の境地は語り手にも伝播して，彼に大きな混乱をもたらす。

しかし彼は，ランベールの婚約者のように，ランベールと共に生き，しまいには彼

の狂気に感染していくのではなく，ランベールとは縁を切って社会生活に戻ってい

く・語り手はランベールの生涯を「深淵の縁に咲いた花は，その色香を世に知られ

ないまま，深淵に落ちていかねばならなかった49）」という言葉で締めくくってい

るが，それに対して自分自身を次のように位置づけている。「深淵の底を覗きたい

一心から，いつも癖のように深淵の縁近く身を乗り出している50）」者の一人と。言

い換えれば，彼は「深淵」を前にして，、「深淵」に落ちていく「狂人」に共鳴しな
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がらも，「学者」の立場に踏み止まっているのである。

この語り手の態度こそがバルザックの理想とするものであった。　バルザックは

丁舵07∫εdθZαd61πα7肋θのあの寓話の後で，彼の立場を明らかにしている。

（一一一）je　serai　toujours　entre　la　toise　du　savant　et　le　vertige　du　fou．　Je　dois

en　pr6venir　loyalement　celui　qui　veut　me　lire；il　faut　de　l’intr6pidit6

pour　rester　entre　ces　deux　asymptotes．　　　　　　　　　（VII，　p．583）

彼は「恐れることなく狂気の縁に沿って進み，臆することなく科学の側に立つ」

（ibid．）者として自己を規定している。彼は科学と狂気が隣合わせになった立場に

身を置こうとしたのである。別の箇所でも「偉大な作家にして同時に偉大な観察家

（ここでは，科学者をさしている）であること，ジャン＝ジャク・ルソーにして

r経度数理学会』であること，これこそ問題であり，しかも大難問なのだ51）」と語

っている。このようにバルザックは，己れの中の「狂人」と「学者」の傾向を，矛

盾対立したものではなく「二つの漸近線」としてとらえ，その両立を計った。

LαCoμ∫∫ηθBθπθの中で彼が開陳している芸術論は，別の角度からこの問題に

迫っている。バルザックによれば，あらゆる芸術家，作家はまず，「狂人」のもつ

＜visionnatre＞の力を持たねばならない。しかし，それだけでは「構想」（Con一

ception）の段階に留まっているばかりで，次に「学者」の属する「制作」（Ex6cu一

tion）の段階に移らねばならない。「構想」は「狂人」の味わう法悦の境地，精神

的快楽である。

Penser，　rever，　concevoir　de　belles　oeuvres，　est　une　occupation　d61icieuse．

C’est　fumer　des　cigares　enchant6s，　c’est　mener　la　vie　de　la　courtisane

occup6e　a　sa　fantaisie．　1／oeuvre　apParait　alors　dans　la　grace　de　l’enfance，

dans　la　joie　folle　de　la　g6n6ration，　avec　les　couleurs　embaum6es　de　la　fleur，

et　les　sucs　rapides　du　fruit　d6gust6s　par　avance．　Telle　est　la　Conceptio11

et　ses　plaisirs．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V，　P．81）

それに対して「制作」は芸術家に課せられた苦役，「学者」の勤勉・努力である・

Mais　produiτe，　mais　accoucher！mais　61ever　laboheusemellt　l’enfant，　Ie
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coucher　gorg6　de　lait　tous　les　sotrs，1’embrasser　tous　les　matins　avec　le

coeur　in6puis6　de　la　mere，　le　l6cher　sale，1e　vetir　cent　fois　des　plus　belles

jaquettes　qu’il　d6chire　incessamment；mais　ne　pas　se　Iebutel　des　con一

vulsions　de　cette　folle　vie　et　en　faire　le　chef－d’oeuvre　an㎞6　qui　parle

註　tous　les　regards　en　sculpture，　a　toutes　les　intelligences　en　litt6rature，

atous　les　souvenirs　en　peinture，　a　tous　les　coeurs　en　musique，　c’est　1’ex6一

cution　et　ses　travaux・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V，　P．81）

「手はいつも頭に従う用意ができていて，いざといえばすぐ突き出されなければな

らない。」　（ibid．）頭がいつも霊感を自在に呼び起こせるとは限らず，それを勝ち

得るためには弛まぬ創作の習慣をつけることが必要である。「制作」は，どんな偉

大な芸術家であっても恐れる退屈な格闘であって，彼らといえどもその格闘に挫け

倒れることもしばしばである。しかし，この恐るべき労働に精力を使わず，夢想に

ばかり耽っていると，芸術家は自己の天分を抹殺してしまう破目に陥るであろう。

従って，絶えざる労働が芸術の法則である。彫刻家は「構想」の段階で得た霊感を

「制作」において，大理石像のような具体的な物体に移しかえねばならない。ヴァ

イオリニストは，毎日の練習によって「ヴァイオリンの胴と弓と弦とそれから彼自

身の間に，一心同体の状態52）」が存していなければ，ヴァイオリンという楽器を通

して，彼の魂を物語らしめることはできない。偉大な芸術家は，四六時中制作を続

けねばならず，こういう不断の制作から労働の習慣が得られ，それによって彼らは

常にミューズの創造的なカを自分の物にしていられるのだ。　LθC舵弄d’（靴y7ε

∫ηcoη朋でも，制作から離れ，観念だけを追求したフレンホーフェルに関して，

もう一人の画家が言う。

（一一）la　pratique　et　1’observation　sont　tout　chez　un　pehltre，　et（一一一）si　le

raisonnement　et　la　po6sie　se　querellent　avec　les　brosses，　on　arrive　au

doute　comme　le　bonhomme　qui　est　aussi　fou　que　peintre．（VI，　p．583）

「画家は手に絵筆をもってしか瞑想してはならない」（ibid．）のである・

心理学的に言えば，バルザックの態度は，一旦心の深層に奥深く入っていき，日

常的な世界の彼岸にたった後，そこでえた創造体験を携えて，現実世界に立ち戻ろ

うとするものである。アルベール・ベガンは，バルザックが読者を魅きつけ，導き
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入れる世界は現実の世界，習慣と符合していながら，神的なもの，悪魔的なものに

取り囲まれた幻想の世界であると語り，バルザックの作品からうける奇妙な印象を

次のように描いている。

La　r6alit6　est　la，　solide，　concr6te，　h16branlablementεtablie　dans　son

6quilibre　de　mati6re　connue；les　hommes　ont　leur　visage　de　plein　jour；

1eurs　gestes，1eurs　d6sirs　sont　maintenus　dans　ces　mesures　moyennes　qui

donnent　au　quotidien　sa　rass6r6nante　l）analit6．　Et　pourtant，　ces　blocs

du　r6el，　tout　semblables　a　ce　qu’ils　sont　quand　nous　revons　le　moins，

semblent　ici　6merger　d’une　grande　ombre，　d’une　immense　mer　d’eau

nocturne，　dont　les　flots　mouvants　entourent　de　toutes　parts　les　apparences

inchang6es　des　choses．　Mieux　encore，　r6alit6　qu’on　croyait　d’abord

emprunt6e　a　l’observation　de　la　vie　courante，　c’est　comme　si　elle　ne

demeurait　pas　ext6rieure，　comme　si　elle　6tait　elle－meme　le　produit　du　reve，

un，　terre　f。，m6，　p・・la　va即e　et　d。nt　l・㎞m・bilit6　n・・e・ait　qu・illh・i・n．53）

「バルザックの世界を永遠の変貌の魔法境にしているこの無限にして奥深い運動訓）」

は，まさに彼の心の深層，すなわち日常的経験の世界の彼岸から生じている。彼は，

その彼岸からの光に照らして，現実の世界を顧みているのである。彼は心の深層から

得たカによって初めて，現実の世界よりも真実性のある創造的世界を作り出すこと

ができたと言えよう。

結　び

この小論においては，主に心理的側面からバルザックの思想にアプローチしてき

た。「深淵」（abime）とバルザックが呼ぶものは，現代の心理学でいう無意識であ

り，　「狂人」（fou）は無意識と一体化し，意識的自我を放棄した者，もしくは創造

的人間を，　「学者」は無意識と直接関わろうとしない意識的態度を表わしている。

「人間喜劇」全体にちりばめられている「深淵」という言葉の数から考えても，心

の深層について，バルザックがいかに関心を寄せていたかがうかがえる。その点か

らみれば，彼は無意識の実在性を逸早く認めた作家である。また，　「学者」よりむ

しろ「狂人」に重きをおいているように，彼は無意識的な生が意識的な生に先行す
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ることを承知していた。これは恐らく彼自身の創造体験によるものだろうが，これ

らのことから鑑みて，バルザックは，人間の深層心理の洞察においても，時代の先

駆者であると言えよう。

丁短orゴθ4θzαd伽αア酌εの短い寓話は，　「人間喜劇」というバルザックの創造

世界，そして彼の作者としての立場を端的に示すものである。
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